
Ｈ
Ｉ
盃
復
活
前
後
の
思
い
出

兄
、
金
商
の
藤
倉
君
■
が
段

ス
常
連
に
加

わ

っ
て
き

た
し
岩
崎
様
に
御
出
で
を
願
い
、
第

一
回
の
懇
親
テ
ニ

ス
会
を
染
井
で
催
し
た
の
が
確
か
廿
二
年
の
秋
だ

っ
た

と
記
憶
す
る
。
第

一
回
は
当
時
在
京
の
先
輩
の
方

´々
が

多
く
岩
崎
様
の
外
に
は
関
沢
、
間
、
吉
円
、
大
淵
、
向

井
（故
人
）
、
河
尻
、
石
井
、
一膝
倉
、
平
野

（故
人
）
等

の
方

々
が
中
心
、
そ
の
後
野
村
さ
ん
が
福
岡
か
ら
帰
ら

れ
、
中
野
（当
時
三
菱
鋼
材
）
、
志
村
、
向
井

（
化
成
）

鹿
島
、
東
京
海
上
の
両
国
中
、
山
岸
、
高
宮
、
片
同
、

浅
出
の
諸
名
手
、
往
年
の
三
菱
庭
球
同
好
会
の
メ
ン
（

―
が
段

々
集

っ
て
来
た
様
に
思
い
出
さ
れ
る
。

そ
の
頃
に
な
る
と
財
閥
解
体
が
進
行
し
て
養
和
会
も

三
菱
以
外
の
メ
ン
バ
ー
を
続

々
加
え
る
こ
と
と
な
り
、

続
い
て
関
係
各
社
が
人

々
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
単
独
に

作
り
出
し
て
く
る
。
斯
く
て
は
長
い
伝
統
の
あ
る
、
而

も
三
菱
ス
ボ
ー
ツ
の
中
核
た
る
同
好
会
も
消
え
て
し
ま

う
と
い
う
こ
と
で
、
先
輩
各
位
相
諮
り
戦
前
の
Ｈ
Ｉ
盃

復
活
の
話
が
纏

っ
た
次
第
で
あ
る
。
幸
い
銀
行
が
武
蔵

野
に
三
面

コ
ー

，ヽ
を
持

っ
て
い
た
の
を
強
力
に
た
の
み

五
面
に
増
し
て
も
ら
い
、
バ
レ
ー
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
用
の

分
を
テ
ニ
ス
に
流
用
し
て
計
七
面
、
三
菱
金
属
の
吉
祥

寺
の
コ
ー
ト
三
面
を
も
借
用
し
て
、
第

一
回
の
大
会
が

開
催
さ
れ
た
の
が
十
七
年
の
九

月

で
あ

っ
た
．
Ｈ
Ｉ

盃
、
束
西
対
抗
は
戦
前
通
り
外
に
百
才
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

を
新
設
し
て
先
輩
各
位
の
参

加

を

狙

っ
た
訳
で
あ

っ

た
。戦

後
Ｈ
Ｉ
盃
が
他
連
動
部
に
魁
け
て
復
活
し
た
の
は

岩
崎
様
の
御
意
志
に
よ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
実
現
に

努
力
さ
れ
た
の
は
―ｌｌｉ
村
、
大
淵
、
石
井
、　
牧

野

の
諸

兄
、
そ
の
使
い
た
り
は
小
生
の
様
に
お
ぼ
え
て
い
る
。

そ
の
後
浅
田
君
が
実
行
担
当
者
と
な

っ
た
。
第

一
回
の

懇
親
会
は
ニ
ユ
ー

・
ト
ウ
キ

ョ
ウ
で
ビ
ー
ル
バ
ー
テ
ィ

当
時
と
し
て
は
こ
れ
丈
け
の
準
備
を
す
る
こ
と
も
大
変

な
骨
折
り
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
後
逐
年
隆
盛
を
き
わ
め

た
こ
と
は
御
同
慶
に
堪
え
な
い
。
第

一
回
復
活
大
会
で

最
も
印
象
に
残

っ
た
事
件
は
、
百
才
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の

決
勝
、
岩
崎

・
山
岸
組
対
富
田

・
河
尻
組
の
熱
戦
で
、

勝
敗
全
く
予
想
の
出
来
な
い
接
戦
と
な
り
、
宵
間
迫
る

武
蔵
野

コ
ー
ト
全
員
歓
呼
の
裡
に
岩
崎

・
山
岸
組
の
勝

利
と
な

っ
た
。
今
尚
、
語
り
草
の
名
勝
負
で
あ

っ
た
。

自

木

小

一

郎

束
西
対
抗
の
末
席
位
に
、
一田
も
出
た
り
出
な
か
っ
た

り
し
て
い
た
私
に
は
戦
前
の
こ
と
は
全
く
判
ら
な
い
。

先
輩
の
方

々
の
書
か
れ
る
で
あ
ろ
う
昔
話
を
読
む
の
を

楽
し

み

に
し

て
い
る
。
南
方
、
中
国
と
約
四
年
を
過

し
、
戦
後

一
年
程
経

っ
て
引
揚
げ
て
来
た
が
勿
論
テ
ニ

ス
な
ぞ
は
思

い
も
よ
ら
な
い
。
上
海
で
は
終
戦
後
で
も

一
、
二
ヶ
月
は
こ
っ
そ
リ
テ
ニ
ス
も
や
れ
た
。
山
岸
成

一
さ
ん
な
ぞ
に
は
よ
く
教
え
て
も
ら

っ
た
も
の
で
あ

っ

た
。
戦
争
中
の
南
方
地
域
は
内
地
と
異
な
り
我

々
の
手

に
ボ
ー
ル
も
割
合
よ
く
人

っ
た
し
、
叉
日
本
時
間
を
採

用
し
て
い
た
関
係
で
、　
マ

一
ラ
で
も
八
時
半
頃
ま
で
明

る
く
毎
日
テ
ニ
ス
を
楽
し
み
内
地
の
球
友
に
羨
ま
し
が

ら
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。

そ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
引
揚
げ
て
き
て
み
た
も
の
の
食

い
物
に
追
れ
て
生
き
て
行
く
の
が
精

々
で
、
テ
ニ
ス
の

こ
と
な
ぞ
忘
れ
て
い
た
が
、
け
二
年
に
人

っ
た
頃
な
つ

か
し
い
染
井
の
コ
ー
ト
で
テ
ニ
ス
が
出
来
る
と
い
う
朗

報
が
大
淵
大
先
輩
か
ら
伝
え
ら
れ
た
。
同
氏
を
か
し
ら

に
、
亡
く
な
ら
れ
た
東
京
海
上
の
平
野
さ
ん
と
私
の
三

名
が
戦
後
最
初
の
常
連
、
日
曜
に
は
弁
当
を
さ
げ
て
染

井
に
集

っ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
う
ち
に
河
尻
、
石

井
の
両
兄
、
銀
行
で
は
吉
田
先
輩
、
片
岡
、
高
官
の
両
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